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 ふつうのガラスのコップに、ふつうの水
みず

を入
い

れるだけ。あら

ふしぎ、「まほうのコップ」のできあがり。 

コップの後
うし

ろにきゅうりをおいてみると、ぐんにゃりきゅう

りに変身
へんしん

。しめじをおいてみると、あれっ、カエルみたい！ 

身
み

の回
まわ

りのものが、まほうのコップで違
ちが

う形
かたち

に変身
へんしん

します。

本
ほん

を読
よ

んで楽
たの

しんだ後
あと

は、みなさんもためしてみてください。 

昆虫
こんちゅう

学者
がくしゃ

ファーブルが書
か

いた名作
めいさく

『ファーブル昆虫記
こんちゅうき

』。

この昆虫記
こんちゅうき

を小学生
しょうがくせい

向
む

けにわかりやすく書
か

いたのがこの本
ほん

です。空
そら

を飛
と

ぶクモや葉
は

っぱをくるくる巻
ま

いて巣
す

をつくるオ

トシブミなど、昆虫
こんちゅう

たちがもつさまざまな秘
ひ

密
みつ

におどろきま

すよ。シリーズは４巻
かん

まであります。 

 

        

 

 
 

こんな本
ほん

もあるよ！ ―科
か

学
がく

編
へん

― 
  
 

 

「本
ほん

」というと、物語
ものがたり

や絵
え

本
ほん

を思
おも

い浮
う

かべる人
ひと

が多
おお

いかもしれません。でも実
じつ

は、

本
ほん

の世
せ

界
かい

はとても広
ひろ

いのです！ みなさんにいろいろな本
ほん

にふれてほしいと思
おも

い、

今月
こんげつ

はおすすめの「科
か

学
がく

の本
ほん

」を紹介
しょうかい

します。 

不思議
ふ し ぎ

！おもしろい！を発見
はっけん

できる本
ほん

。なぜだろう？どうやるのだろう？と疑
ぎ

問
もん

が

わく本
ほん

。物語
ものがたり

とは別
べつ

の、科
か

学
がく

の本
ほん

のワクワクを楽
たの

しんでくださいね。 
 
 

 
『まほうのコップ』   藤

ふじ

田
た

 千枝
ち え

／原案
げんあん

，長谷川
は せ が わ

 摂
せつ

子
こ

／文
ぶん

，本
ほん

の番号
ばんごう

： 黄
き

・ま 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ファーブル先生
せんせい

の昆虫
こんちゅう

教室
きょうしつ

』     奥本
おくもと

 大三郎
だいざぶろう

／文
ぶん

，本
ほん

の番号
ばんごう

：486 お 

 

 

 

 

 

 

 

児童数配付 



イギリスの科学者
かがくしゃ

による２８の実験
じっけん

を紹
しょう

介
かい

した本
ほん

です。 

ねばねばスライムのほか、風船
ふうせん

ですすむ車
くるま

やゴムバンドで

作
つく

る惑星
わくせい

、おどるへびなどは工作
こうさく

としても楽
たの

しめます。 

実験
じっけん

の材料
ざいりょう

は手
て

に入
はい

りやすい身近
み じ か

なもので、実験
じっけん

のやり

方
かた

はすべて写真
しゃしん

の説明
せつめい

があるのでとてもわかりやすいです。 

 

 

「生
い

き物
もの

のもつ能力
のうりょく

を研究
けんきゅう

し、そこから製品
せいひん

が生
う

み出
だ

され

ていることを知
し

っていますか？ヤモリの足
あし

のしくみから開発
かいはつ

されたのは、くっつきやすくはがしやすい不思議
ふ し ぎ

なテープ。カ
か

からできたのは痛
いた

くない注射
ちゅうしゃ

針
ばり

。カワセミから新幹線
しんかんせん

など、

おどろきの開発
かいはつ

がいっぱいです。不思議
ふ し ぎ

だな、からはじまる

モノづくりの楽
たの

しさを知
し

ることのできるシリーズです。 

 

『科
か

学
がく

のお話
はなし

「超
ちょう

」能力
のうりょく

をもつ生
い

き物
もの

たち 第
だい

３巻
かん

  

ヤモリがつくった超 強 力
ちょうきょうりょく

テープ』  石
いし

田
だ

秀
ひで

輝
き

／監修
かんしゅう

，本
ほん

の番号
ばんごう

：500 か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

『科
か

学
がく

の実験
じっけん

大
だい

図
ず

鑑
かん

』     ロバート・ウィンストン／作
さく

，本
ほん

の番号
ばんごう

：400 う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

  保護者向け    

 

読書の秋、本に親しもう！ 

 

この時期になるとよく耳にする「読書の秋」という言葉。そ

の所以は、中国の唐時代の詩人 韓
かん

愈
ゆ

の「燈
とう

火
か

稍
ようや

く親しむ可
べ

く」

という漢詩の一節だそうです。 

「秋の夜は長くて涼しいから気持ちが良い。灯光の下で読書

をするにはいい季節だ」といった意味です。 

秋の夜長、大人も子どもも読書に親しんでくださいね。 


